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 １１１１．．．．研究領域番号研究領域番号研究領域番号研究領域番号        Ａ１ 大規模計算機シミュレーション    

 

 ２２２２．．．．研 究 課 題研 究 課 題研 究 課 題研 究 課 題 名名名名        超高エネルギーガンマ線連星系の高エネルギー放射モデル    

 

 ３３３３．．．．研 究 期研 究 期研 究 期研 究 期 間間間間  平成２１年５月１日 ～ 平成２２年３月３１日 

 

 ４４４４．．．．研究代表研究代表研究代表研究代表 者者者者    

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

岡崎 敦男 北海学園大学・工学部 教授  

 

 ５５５５．．．．研究分担研究分担研究分担研究分担 者者者者    

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

大宮 学 北海道大学・情報基盤センター 教授  

河内 明子 東海大学・理学部 准教授  

内藤 統也 山梨学院大学・経営情報学部 教授  

長滝 重博 京都大学・基礎物理学研究所 准教授  

早崎 公威 北海道大学大学院・理学研究院 学術研究員  

森谷 友由紀 京都大学大学院・理学研究科 博士課程 1年  

Stanley P. Owocki デラウェア大学・物理天文学科（アメリカ） 教授  

 

  

６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    
    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800 字～1,000 字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

    

 近年、装置の大型化と技術の進歩により高エネルギー天体の観測が急速に進みつつあるが、その

中でも特に興味深い成果が”超高エネルギーガンマ線連星系”と呼ばれる新しいクラスの天体の発見

である。我々は、超高エネルギーガンマ線連星系のプロトタイプと見なされている B1259-63/SS2883

と呼ばれる系（Be星と呼ばれるガス円盤を持つ星と中性子星の連星系）に対して、３次元数値シ

ミュレーションに基づき、連星軌道によって変化する複雑な高エネルギー放射モデルを世界で初め

て構築すべく、研究を進めてきた。本共同研究では、計算コードの高度並列化、3 次元数値シミュ

レーションの実行とそのデータを用いた高エネルギー放射の計算、および研究打ち合わせのための

研究会開催の３つの研究活動を行った。以下に、各項目についての成果あるいは進行状況をまとめ

る。 

(1) 計算コードの高度並列化 

これまでは、OpenMPによる共有メモリ並列化を行ってきたが、より大規模で高速なシミュレーシ 
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（研究成果のつづき） 
 

ョンを実施するため、合田客員研究員の協力も得て、MPIによる分散メモリ並列化作業を行った。 

この作業は現在も進行中である。 

 

(2) 3次元数値シミュレーションの実行と高エネルギー放射の計算 

潮汐相互作用だけを考慮したシミュレーションと、中性子星からの相対論風・Be星からの恒星風・

Be星ガス円盤をすべて取り入れたシミュレーションを行った。両シミュレーションの比較から、こ

の連星系の振る舞いを理解するためには中性子星からの相対論風と Be 星ガス円盤の相互作用を考

えることが本質的であることがわかった。また、前者については高エネルギー放射計算も試験的に

行い、観測を定性的に説明できるとの結果を得た。後者については、今後、シミュレーションデー

タを用いて衝撃波領域を特定し、それらの領域からの高エネルギー放射について計算する予定であ

る。現在、上記の２つのシミュレーションの結果をまとめた論文を執筆中である。また、高エネル

ギー放射も含めた結果については、7月に開催される国際会議で発表予定である。 

 

(3) 研究会開催 

超高エネルギーガンマ線連星とその関連天体についての国際研究会を北海道大学情報基盤センター

で開催した(2010年 3月 17日〜18日)。国内外から大質量連星系を研究している 13名が参加し、

活発に研究発表と議論を行った。研究会の記録として、スライドも含め以下のサイトに掲載した。 

   http://harmas.arc.hokkai-s-u.ac.jp/~okazaki/mb2010/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


